
先週の説教要旨
「価値や使命が示される場所」

（ヨハネ９：１〜７）
　今日の箇所は、単に目が見える奇跡物語ではなく、
人の生き方に関わる重要なことが示されているとわ
たしは信じています。
　イエスの時代、特定の病気や障がいは悪事に対する神
の罰だとされていました。弟子の「目が見えないのは本
人が悪いのか。それとも両親か」という問いは、当時の
当たり前を反映しています。しかしイエスはその問いを
明確に否定し、この人の苦境から神の業が現れると宣言
します。過去の原因探しではなく、「未来」について語
るのです。ここにカルトとの違いがあります。
　カルトは不幸を過去や先祖に結びつけます。過去は
変えられません。だから激しく後悔し、強く捕われま
す。霊感商法では人を過去に縛りつけ、放置すれば酷
くなると不安にさせ、過去を変えるために教祖の念の
入ったとされる高価な品物を購入させます。普段なら
鼻で笑う論理も、強烈な不安や恐れの前では簡単に受
け入れる、そんな心理的な弱さを誰もが持っており、
カルトはこれを利用します。しかしイエスは過去では
なく、神とこの人の「これから」に注目しているのです。
　イエスは相手の目に泥を塗り、シロアムの池で洗
うよう伝えました。すると聖書は短く、見えるよう
になったと報告します。通常は視力が回復したとい
う意味ですが、ここに異なる意味をみたいのです。
　シロアムには「遣わされた者」という意味が付記
されています。「遣わされる」とは、役割や使命が与
えられている時です。つまりここで見えるようになっ
たのは、神がこの自分を世に遣わしたこと、そこに付
与された使命や存在価値だったのでしょう。無価値
な存在とされた人が、神からの使命と価値が「みえる」
ようになるのです。だから今日の箇所は尊厳と存在
価値の物語です。そしてこれは、障がいや病の有無
に関わらず、わたしたちにとって重要な課題です。
　わたしは教会やキリスト教学校はイエスが示すシロ
アムでありたいと願っています。神を中心とする繋がり
は価値と使命を改めて受け取るシロアムです。それは、
次にやってくる人の価値を映し出していく場所です。
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2025 年度年間聖句
　「良い土地に蒔かれたものとは、
　　　　　　　　　　 御言葉を聞いて悟る人」
 　　　（マタイによる福音書 13 章 23 節）

　

どなたにも開かれている定期集会

　　主日礼拝　毎日曜日  午前 10 時半
　　子どもの教会　毎日曜日  午前 9時〜10時
　　祈 祷 会　各水曜日
  　○昼の聖書研究祈祷会
  　　  （第3・午後2時）
  　●夕の祈祷会
  　　  （第2、第4・午後7時）
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礼拝式順序

（聖霊降臨節第１主日・「聖霊降臨日」）
〜ペンテコステ礼拝〜

	 	 	 　　司式者　井 殿 　 準
	 	 	 　　奏楽者　黒 田 理 佳
前　　奏     奏 楽 者
招　　詞　詩編 51：12 〜 14   司 式 者
讃 美 歌　３４３「聖霊よ、降りて」	  一 　 同
聖　　書　     司 式 者
　　　　　使徒言行録２：１〜１１（新 P. 214）
使徒信条　（９３－４－Ａ）	 	 	一 　 同
合　　唱　「聖霊の神、きよき愛よ」（讃３４４）	 	聖 歌 隊
祈　　祷     司 式 者
讃 美 歌　３４５「聖霊の力にあふれ」	  一 　 同
説　　教　「思いを一つにしなさい」  司 式 者
祈　　祷     　 〃
讃 美 歌　３９０「主は教会の基となり」	  一 　 同
聖 餐 式    　司式　井殿牧師
讃 美 歌　７６「今こそ歌いて」（1,4,5 節）	  一 　 同
献　　金　     　 〃
主の祈り　（９３－５－Ａ）   　 〃
頌　　栄　２７「父・子・聖霊の」   　 〃
祝　　祷     司 式 者
答　　唱　４０－６「アーメン」   一 　 同
〜「主の平和を」と、祈りを込めて隣席の方々と挨拶を交わしましょう〜
報　　告	 	 	 	 	司 式 者
讃 美 歌　９２「主よ、わたしたちの主よ」	  一 　 同

・当教会では讃美歌21と新共同訳聖書を使用しています。
　お持ちでない方は受付に常備されているものをご使用
　ください。
・立ち座りのご不自由な方はどうぞ着席のままお臨みく
　ださい。
・ＦＭ電波による補聴器が用意されています。受付に常
　備してありますのでご利用ください。
・マスクの着用は個人の判断にお任せいたします。ご心配
　な方はマスクを着用してください。


